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第2000回 (2009．4.15(水）晴) NO.1380 第2000回記念例会

出席報告

会員数75名 出席数 45名 欠席数 27名

出席免除会員 ３名（荒川(雄)君、村上君、松本 （正)君）

出席率 ６４．００％

前回補正出席率 4/8 76.00％ 4/1 77.67％

欠席者

足立(延）君、深田君、藤尾君、秦野(愛)君、秦野（一)君、

細田君、井上(賢)君、池淵君、勝部君、北沢君、小西君、

松本（啓)君、長棟君、小椋君、佐田山君、坂口君、妹尾

君、安井君、杉本君、高林君、高橋君、田村君、内田君、

植田君、吉岡君、柳谷君、山中君

ビジター

メーキャップ

足立(博)君（4/9米子中央）

今週のお祝い

夫人誕生祝：３日前畑祥子君、４日坂口紀之君、５

日勝部愼二君、７日岩崎浩君、１３日山中省吾君、

１９日荒川雄司君、２３日梅田整一君

スマイルＢＯＸ 16,000円（累計846,000円）

夫人誕生祝：前畑君、岩崎(浩)君、新納君、本

人誕生祝：松浪君、合銀東会コンペベスグロ優

勝でした：上森(英)君、皆様のご協力、ご努力

のお陰で2000例会を迎えることができました。

感謝申し上げます：杉原君

幹事報告

１．ﾛｰﾀﾘｰ青少年指導者育成プログラムのご案内

６月７日（日） 10：00～ 岡山プラザホテル

２．例会変更通知

松江南RC ４月２７日（月） 休会

※ビジター受付あり

倉吉中央RC ４月２９日（水） 休会

５月 ６日（水） 休会

２０日（水） 夜間例会

※ビジター受付は5/20のみ

鳥取西RC ５月 １日（金） 休会

鳥取RC ５月 ７日（木） 休会

※ビジター受付なし

３．米子松蔭高等学校IAC顧問 森田先生

退職とお礼

会長挨拶

本日は２０００回記念例会でございます。これもすべて

先達をはじめ現会員のたゆまない努力の結果であると

心から感謝申し上げます。先日は新宮会員の突然の

訃報に驚きました。大変素晴らしい会員でもあり、当ク

ラブ唯一のパストガバナーでもありました。理事会にて

新宮会員を名誉会員として承認して頂き、葬儀の

場でその旨をご報告さしていただきました。心よりご冥

福を御祈り申し上げます。同じ日に尾沢会員のお母

様がお亡くなりになりました。９６歳の長寿を全うされま

した。ここにご冥福をお祈り申し上げます。

韓国の芸場ＲＣには１３名で行って参ります。８月の阿

南南ＲＣとの交流会にも家族ずれでのご参加をお願

いします。来週は２０００回達成記念例会として平井伸

治鳥取県知事を御招きして開催したいと思います。

本日サイ・イエグアンコンサートの案内をさせて頂きま

した。



次回プログラム
４月２２日 「国際交流」

鳥取県知事 平井伸治氏

プログラム

「第2000回記念例会に思う」

村上一平君

“しずになく花のるらむ”の歌のように寒い、暑いと言っ

ているなかに、何かバタバタと終ってしまいそうな今年の

春でしたが、誕生が3年有余かかった難産で、キーマン

もなく行者の案ぜられた米子東RCの立派に成長した

2000回おめでとうございます。

2000回！それがどうした、と言われるとこの句がつげま

せんが2000回というのはやはり重い伝統のあるそして物

語のあるものだと思います。

先日テレビで森光子さんをやっていましたが、今年８８

歳（私と同じですが）５月９日の誕生日で８９歳におなり

になるその日なんと2000回目の「放浪紀」の上演だとの

事、昭和36年から半世紀（48年）の歳月をかけて達成さ

れる記念日になるそうです。実に動作の難しい運動量の

豊富なお芝居でありますから、５０年間健康を保つのは

容易なことではありません。今では毎日「スクワット」を１５

０回やると若返りますよと言っていました。

ところで、今日は2000回記念例会であります。例会とは

何か？それは網領の第1にあります。「奉仕の機会として

知り合いを広めること」であります。戦前、子どもの頃より

叩き込まれた国民の三大義務は、教育、納税、兵役で

ありましたが、ﾛｰﾀﾘｰの三大義務は、出席、会費、雑誌

でありまして、その筆頭が例会出席であります。時々退

会された方の中に「高い会費の割りにメリットがない」とい

う言葉を耳にしますが、ﾛｰﾀﾘｰは、投資の場ではなく、

奉仕の場であります。片足は常に職業に置き、奉仕のた

めの情報交換、異業種交流の場であります。ﾛｰﾀﾘｰを

いくら批判しても、悪口を言ってもよいが、無関心になっ

てはいけないといいます。例の皮肉屋のバーナードショ

ウの言った「ﾛｰﾀﾘｰに行く、何しに行く、昼飯を喰いに行

く」ではなく、例の国際協議会に掲げられている「入りて

学び、出でて奉仕せよ」の心を忘れてはいけないと思い

ます。ﾛｰﾀﾘｰも時代と共に、社会と共に変っていかなけ

ればなりません。名前も私共には嬉しい「fireside 

meeting」（炉辺談話）は炉もないのにと「家庭集会」となり

ましたが、例会を書く事務所で持ち回りにする意味から

来た「ロータリー」は現在世界中で例会持ち回りのクラブ

は全くないのに何故かロータリーの名称は変っていませ

ん。持ち回りにならなくなったのは、伝えられるところによ

ると、２月23日の会合では、ポールハリス共で４人でした

が、３月9日のシカゴクラブの第1回の例会では2人増え

て６人になっていました。数回の例会の後、会員の

チャールス・A・ニュウートンという男が昼食が遅くなった

と遅刻をしてきました。それなら皆で昼食を一緒にしよう

ということになり、会食を共にする事となったため、例会

場を持ち回りにする事ができず、決まった場所となりまし

４月２９日 休会
５月 ６日 休会
１３日 「ﾛｰﾀﾘｰの友紹介」

た。当東クラブの例会場は、当初数回は皆生・松風

閣のお世話となりました。それから、わこう－米子文

化会館－国際ホテル－プラザホテル－ホテルサン

ルートと変りました。

先日、新宮先生のお別れ会がありました。沢山な

お別れを惜しむ方が集まりました。先生は、私共の

知らないところで小さな良い事を沢山してこられたの

だな、思いやりと寛容のﾛｰﾀﾘｰの心で小さなｻｰﾋﾞｽ

を積み重ねてこられたのだなと。先生のお別れのお

顔を拝見して、眠るが如くと申しますが、実に穏やか

な様子を見てフト思いました。

ﾛｰﾀﾘｰの第２標語であった「最もよく奉仕るる者は、

最もよく報いられる」とありますが、新宮先生の場合

「笈を買うて郷関を出て、棺を蓄って始めて人定ま

る」という言葉がぴったりでしょう。2000回は勿論ひと

つの通過点で、一年概ね５０回の例会ですから、

3000回まで２０年、その時はこの中の会員も沢山お

られることでしょう。「継続は力なり」と申します。諸先

輩のご苦労に感謝しつつ、数々の思い出を思い浮

かべながら、重ねて2000回例会お祝いを申し上げま

す。

「２０００回記念例会万歳！
ロータリーって素晴らしいですね。」

杉原弘一郎君
ロータリーの第2000回の記念すべき日に会長をさせ

て頂き感謝で一杯です。
ロータリーって素晴らしいですね。
私は、24年前に入会し、当時圓道委員長のもと、国
際交流委員会で副委員長を務めていました。
サクラメントからテリー・クロイが1年間交換留学で来
日、1年間お世話をし、我が家にも２ヶ月来宅、ホー
ムスティで子供達と交流、またセントルイスからキャ
リーが短期留学で来日、お世話を致しました。
それがご縁で、長男秀一郎が中学を卒業後、先日
お亡くなりになった名誉会員 新宮彦助Pガバナー
のお世話で留学、その際サンフランシスコの大震災、
東芝事件、ロスのノースリッジ大地震に遭遇、それを
乗り越えたくましく成長しました。またテリー・クロイの
結婚式には日本の親として家族全員で出席致し、良
い思い出となっています。
秀一郎は８年半の留学を終えて帰国後、英語が役
に立ち、現在では国際青年会議所でアジア太平洋
開発協議会の事務総長を務め活躍しております。
これもロータリーに入会したお陰と感謝しております。


